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今年度審判講習会の資料及び登録について

審判長 儀間 稔

新型コロナウイルス感染がなかなか収まりません。学校が再開するまでは、各チーム

の練習もできず、児童生徒のストレスも気になるところです。しかし、子ども達を含め

皆さんの命や健康を守ることが一番なので、ここは我慢し、早く新型コロナウイルス感

染が終息に向かい、日常に戻ることを願っています。

緊急事態宣言により、会議や外出等も自粛されています。そのため４月に予定してい

た今年度の審判講習会も開催することができず、中止も含めて検討しています。そこで、

今年度の講習会で配布予定でした資料を添付しますので、プリントアウトしてお読みく

ださい。パワーポイントの画面の印刷のため、話を聴かないと理解しずらい面もあるか

もしれませんが、大会等でお会いした時におたずねください。

資料：2020審判員の目標、 競技・審判に関するJHA資料のQRコード

講習会プレゼンシート(主なポイントを下記に示します）

○2020審判員の目標から

(2)「コンタクトプレーを正しく見極める」から

OF と DF の位置関係をしっかり見る！

違反行為の影響をしっかり見る！

※ QR コードから You Tube チャンネルを開き、映像を確認して勉強しましょう。

○プレゼンシートから（ポイント）

今年度の研究課題です。ゲームを担当しながら、良いところや改善するとこ

ろ等を見つけていければと思います。

・③→モダンハンドボールの適応に応じてはカテゴリーの実態に応じて検討す

る。

・⑦⑧→選手やコーチとコミュニケーションを行うレフェリーが増えたが、説

明の際に判定の根拠が不明確なレフェリーがいる

・⑮⑯⑰→ゴールレフェリーは立っている側だけでなく、対角のオフェンシブ

ファールも判定する。(対角のチャージング)

・⑰⑱→ピボットの攻防は、コートレフェリーとゴールレフェリーが連携して

管理する。

★講習会や各大会の抽選会が持てないため、審判登録の期日を５月末まで延期しま

す。各カテゴリー担当者から連絡があった際は、御協力をお願いします。

がポイントになります



【2020 年度 審判員の目標】 

 

 

（公財）日本ハンドボール協会 審判委員会 

指導委員会 

１ 『審判員の心得 １０箇条』 

① リーダーシップ 

② 誠実さ 

③ ルールに関する知識 

④ 冷静さ 

⑤ 正しい判断 

⑥ 身体上の適正 

⑦ ユーモアのセンス 

⑧ 勇気 

⑨ 協調性 

⑩ 仲間意識 

２ 『コンタクトプレーを正しく見極める』 

 ハードプレーとラフプレーの見極め （競技規則 8：1 ～ 8：3） 

 競技規則第８条「相手に対する動作」は攻撃側、防御側の双方に適用する。レフェリーは、身体

接触の際、両者の位置関係（先に位置をとっていたのはどちらのプレーヤーなのか）と、違反があ

った場合は、その違反を受けたプレーヤーへの影響を正しく見極めなければならない。 

 

① 防御側プレーヤーが、不利な位置（横や後ろからボールを対象とせず）から攻撃側のプレーヤ

ーに接触を試みたならば、競技規則８の２、８の３の判断基準をもとにラフプレーとして判断

する。 

② 競技規則８の３（ｄ）の「違反行為の影響」を見極める。違反を受けたプレーヤーがボディー

コントロールを失っていないかどうか、すぐに帰陣できないほどの影響があるかを見極める。

もしも、違反を受けたプレーヤーがボディーコントロールを失うことなくプレーをしたならば、

スピーディーなゲーム展開となるよう、アドバンテージを適用して安易に競技を中断してはら

ない。また、違反を受けたプレーヤーへの影響を見極めて、罰則を適用するかどうかの判断を

する。 

 

 

＜ 研究課題 ＞  

◆ モダンハンドボールの適用については、各連盟、カテゴリーの実態に応じて検討する。 

◆ スピーディーなゲーム展開となるよう競技規則を適切に運用し、試合を管理する。 

◆ コーチ、プレーヤーとのコミュニケーションの取り方。ボディーランゲージ（Body Language）

の仕方。判断基準をもとに判定の根拠を適切に口頭で説明できるようにする。 

◆ ゴールエリアライン際の判定は全てゴールレフェリーが判定する。ただし、ゴールエリアライン

際のピボットの攻防は、ゴールレフェリーとコートレフェリーが連携し、管理する。 














